
  
 

問題番号 
正答または正答例 

配点 
評価上の留意事項 

問 小問 小問 小計 計 

1 

(1) 

① 
あ 七 

2 

12 

22 

 
(1)①あい 漢字、数字が間違いなく書かれていて完答とする。 
 
 
(1)②えお 順不同。完答とする。 
 
 
(1)③ 「七宝が表す円満や調和は、今回の会議のような話し

合いで大切なことだから」等、正答例と同意であれば正
答とする。 

(1)④ 「同じ形がしきつめられている」等、正答例と同意であ
れば正答とする。 

(2)①かき 完答とする。きは「木製の時計」も正答とする。 
 
(2)② 「あさの葉には不幸や災いをさける願いがこめられて

いるから」等、あさの葉の願いにふれて書かれているも
のを正答とする。 

(2)③ メモ 2 をもとに、「相手をかんげいしたい」等、相手
を大切にする思いが書かれていて、正答例と同意であれ
ば正答とする。 

い 7 

② 

う 願い 2 

え あさの葉 
2 

お うろこ 

③ 
(例)七宝の「丸く協力し合えるように」とい

う願いは、今回の会議のような話し合い
で大切なことだから。 

3 

④ 
(例)基本となる同じ形をくり返して配置して 

いるという共通点 
3 

(2) 

① 
か バッグ 

3 

10 

き 時計 

② 
(例)あさの葉には成長への願いがこめられて 

いて、自分の成長を願ってくれるおばあ 
ちゃんの思いをうれしく思ったから。 

4 

③ (例)相手に喜んでもらいたいという思い 3 

2 

(1) 

① 

あ ウ 2 

10 

26 

 
 
 
 
(1)② 直さんの考えをふまえて、正答例と同意であれば正答

とする。 
 
(2)①え 漢数字も正答とする。 
(2)②おか 正答例と同意であれば正答とする。 
 
 
(2)③ 順不同。２つ書かれていて完答とする。正答例と同意 

であれば正答とする。また、「鹿の隠れ場所をなくす」 
「鹿のえさ場を作らない」も正答とする。 

(3) 会話、ノートの内容をもとに、自分の考えが書かれてい
るものを評価の対象とする。書かれた内容の実現の可否は
問わない。次の(ａ）、（ｂ）が書かれているものを正答とす
る。 

（ａ）具体的な活動が書かれている。 
（ｂ）その活動で期待できることが書かれていて（ａ）の内

容と整合がとれているもの。 
 ただし（ｂ）が書かれていないもの、内容が不十分なも
のは部分点として 3 点を与える。 

い キ 2 

う カ 2 

② 
(例)鹿の数が増えたのなら、農業のひ害額も 

増えるはずである、と考えたから。 
4 

(2) 

① え １ 2 

9 
② 

お (例)増やしている 2 

か (例)のばしている 2 

③ 
(例)・耕作放き地の草木をかる 

・いたんだ野菜を畑に残さない  
3 

(3) 

具体的な活動 
(例)地いきの農家の方に、畑に野菜を放置しないよ 

うにお願いするチラシを作って配る。 

7 7 その活動で期待できること 
(例)チラシを見て、えさ場を作らないようにする農 

家の方が増えれば、鹿が人里に近づきにくいか 
ん境になり、鹿の食害が減り、人間と鹿のすみ 
分けが期待できる。 

3 

(1) 
あ ア 2 

4 

26 

(1)あい 順不同。 
 い カ 2 

(2) 

① 
う 調べて分かったこと 3 

14 

(2)①う 「調べること」、「分かったこと」も正答とする。 
 
 
(2)②かき 完答とする。 
 
 
(2)②く 「役わり」も正答とする。 
(2)③ きっかけの内容とまとめの内容のつながりが不十分

であることにふれられていて、正答例と同意であれば正
答とする。 

え はり方 3 

② 
か かきね 

2 
き たな 

く 針金の役わり 2 

③ 
(例)「地いきの新しい取り組み」についてふ 

れられていない 
4 

(3) 
① 

(例)特別区いき内の原料のみを使い、2000L 
以上つくることが条件。 

4 
8 

(3)① 資料１の言葉と数値を用いて書かれており、正答例と 
同意であれば正答とする。 

② 
(例)地いきがワインの特別区いきに認定され 

ている 
4 

(3)② 会話をもとに書かれており、特別区いき制度にふれ、 
正答例と同意であれば正答とする。 

4 

(1) 
あ 足の速い人と足のおそい人 3 

6 

26 

(1)あ 「足のおそい人」も正答とする。 
 
 
 
 
 
 
(4) 160字以上 200字以内で書かれているものを評価の対象

とする。 
段落のために改行したが、一マス下がっていない解答は、 

段落ごとに１点減とする。 
次の(ａ）を満たすものを 6点とし、（ｂ）を満たすも

のを 7 点とする。 
（ａ）一段落目に、知恵を出し合う、集める、伝えるなど

の行動が具体的に表記されており、当初よりも改善
することができた体験について書かれている。 

（ｂ）二段落目に、一段落目の体験から、今後大切にした
いと考えたことが二重線部 e（人々は愛し合い助け
合うのが本来の姿なのだ）に関連付けて書かれてい
る。 

 

い 重要 3 

(2) 
色々な人がいれば、それだけ色々な意見 
が出るし、色々なアイデアが生まれる （から。） 

4 4 

(3) エ 3  3 

(4) 

(例) わたしが改ぜんすることができた 
体験は、総合的な学習の時間の発表 
です。説明だけでは伝わりにくかっ 
た発表をよりよいものにするため、 
相談して、写真を使うことにしまし 
た。より伝わりやすい発表にするこ 
とができました。 
この体験から、困ったときには仲 

間と相談し、よりよいアイデアを伝 
えるなど、助け合って解決していく 
ことの大切さを学びました。中学に 
入ってもこの体験を生かしていきた 
いです。      （196 字） 

13 13 
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※漢字の誤字は減点の対象としない。 


